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研究成果の概要（和文）：特許は多国籍企業にとって国際的な競争優位の確保手段だが、各国の別々の権利とし
て、また研究開発から出願までの過程を主に対象として、経営学では特許の実証的研究が行われてきた。本研究
では、国際的にまたがった知的財産権として特許を計量するとともに、国際的な制度の細部にも着目した。多国
籍企業の国際出願戦略の前提として、日米欧の特許庁の審査の相違や、庁間の相互依存関係など、従来は着目さ
れたことのない制度の前提や影響を分析し、また被引用数分布の歪度など、新しい指標の分析を行った。

研究成果の概要（英文）：Patents are a means for multinational corporations to secure international 
competitive advantage. Empirical studies of patents have been conducted as separate rights in each 
country, and focusing primarily on the process leading up to application. This study examines 
patents as international intellectual property rights and focuses on the details of the 
international system. We analyzed the conditions and effects of systems that have not been focused 
on before, such as the differences in examination by the patent offices of the same patent family. 
The interdependence between the offices is found by comparing patent citations as reasons for 
rejection.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
特許の引用は、特許の経済価値の計測指標として、また知識フローの計測手段として、従来は経済学・経営学な
どで多用されている。本研究では、同一発明に由来する特許出願に対して各国審査官から示される拒絶理由の相
違・同一性を、拒絶理由としての特許引用を用いて計測すること、また被引用数分布の歪度等への着目により、
新たな特許引用の分析手法を開発・展開した点に学術価値がある。国際的な審査の相互依存など、特許が生まれ
る過程での戦略的な相互作用が新たに明らかになり、企業戦略及び特許政策の分析を新たな視点から進めること
ができた点に社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 企業の研究開発（R&D）過程は長らく経営学の主要なテーマであり実証研究も数多い。計量
手法を用いた研究としては、R&Dインプット（研究開発人員、R&D投資額、特許引用による知
識フロー等）や、R&D アウトプット（新製品数、特許、学術論文等）などが用いられてきた。
特許は、既存研究中でも利用頻度が高い計測手段であるが、多国籍企業（MNE）の実証研究に
使われた例はそれほど多くない。特許は、多国籍企業にとって国際的な競争優位の確保手段であ
るが、各国別々の権利として、また主に R&D から出願までの権利成立過程のみを対象として、
経営学では特許の実証的研究が行われてきた。国際的にまたがった知的財産権として計量され
る先行研究や、制度の細部に及ぶ研究はとても少なかった。 
一方、複数国にわたる特許を集計把握することが可能なデータベースが近年出現してきてい
る。また、最近の個別特許の審査過程に関する詳細なデータベースの登場により、新たな特許分
析が詳細に可能になっている。特許を抽象的な権利ではなく制度の詳細を踏まえた戦略的操作
対象として、また特許をプロセスとして分析する流れが欧米では明確化している。そして、特許
権のライフサイクルのうち、権利消滅も重要な戦略的経営判断なので、それを反映した有効な特
許ストックも研究対象に入ってきている。つまり、国際的な特許出願から維持に及ぶ多国籍企業
の行動は、国際的なデータベース基盤の発達と、特許審査等の制度詳細に着目する海外の実証研
究の流れの双方から、研究課題として導かれた。 
 
２．研究の目的 
（1）企業単位の国際特許データベースの設計と構築、高度化 
 多国籍企業による国際知的財産戦略を明らかにする計量基盤として、多国間をまたいだ特許
出願・審査・保有データベースを構築する。既存の国際特許データベースから新しいデータベー
スを導く上での課題の発見も含めた開発を行い、本課題の中で分析を行うほか、課題を超えた分
析基盤としての発展も目指す。 
（2）各国における出願・審査戦略の影響の分析 
 多国籍企業による、多国間をまたいだ特許出願・審査・保有データベースにより、各企業にと
って有利な国際出願・審査戦略が何か、それに与える戦略的条件や、制度その他の前提条件を明
らかにする。 
（3）R&D戦略と企業資本構造の関係の分析 
医薬品企業の国際特許に関して、R&D戦略を企業資本構造や特許・製品の海外展開状況等と
の関係で探る。 
 
３．研究の方法 
（1）企業単位の国際特許データベースの設計と構築、高度化 
 多国籍企業は、R&D 成果を前提に、国際特許出願から審査過程には多様な選択肢を使い分けて
いる。例えば特許協力条約（PCT）を通じた出願など出願ルート、出願法域、国際審査ラグ利用
などに戦略的な選択や操作が行われている。この分析のためには、同一の多国籍企業が行った出
願や権利維持の名寄せと、審査経過データなどの結合が必要になる。各国で細部が異なる特許制
度・司法制度の中で、それら国際特許群が形成される過程が計量分析可能となるはずだが、高次
元性や特許ストック情報の把握方法に由来する未知の困難がみつかる可能性がある。 
このデータベース構築のため、欧州特許庁(EPO)の PATSTAT/ Register データを核として、国
際特許データベースの整備を進めた。日本の整理標準化データは、日本の特許庁により大きな改
訂が行われ、特許情報標準データとなったため、その結合も必要となった。米国特許商標庁
（USPTO)の審査経過データとの結合も行い、日米欧三極のデータを軸とした国際特許データベ
ースの整備を行った。 
（2）各国における出願・審査戦略の影響の分析 
 多国籍企業が同一の発明に由来する国際特許出願を行ったとき、各国特許庁での審査は基本
的な新規性・進歩性・有用性に基づく意味では同じ基準で行われる。しかし特許審査官の持つ情
報など様々な理由により、同じ発明に関する出願に対しても異なる拒絶理由を受け取ることが
多い。この審査の差異について、必要なデータベースを追加構築し、拒絶理由の国際比較により
要因を探った。このため、国際特許ファミリの一種である DOCDB ファミリを用いて、異なる国の
特許の同一性を判別する方法を用いた。また、国際的な特許審査どうしにある明示的・非明示的
な協力関係の存在と、その効果について分析した。さらに、それら広義の制度基盤を前提に、多
国籍企業が国際特許出願過程を戦略利用している部分を描き出し分析した。 
 これらの目的で、（1）で構築した国際特許データベースを整備活用したほか、制度基盤の詳細
について、日米欧の弁理士や審査官など専門家への聞き取りを実施した。 
（3）R&D戦略と企業資本構造の関係の分析 
 医薬品企業の国際特許データを用いて、R&D 戦略とその結果について新たな計測指標を項案し、
企業資本構造との関係で探った。 



 
 
 
 
４．研究成果 
(1) 企業単位の国際特許データベースの構築 
 従来、企業単位の国際特許データとして利用可能なものは、商用データベースを除いた学術目
的では、欧州特許庁 PATSTAT の出願人 ID とその名寄せコード（PATSTAT ID およびルーベン・カ
トリック大学による EEE-PPAT データに由来した出願人 ID）を用いたものか、OECD COR&DIP デー
タベースしか事実上なかった。PATSTAT 内だけの情報では子会社を通じた企業としての特許ポー
トフォリオは集計できない。一方 OECD COR&DIP データベースは子会社も統合されているが、基
本的に一時点のスナップショットであり、子会社関係の変化を時系列で統合的に把握するには
適しない。そこで複数時点の COR&DIP データを企業名によって結合し、企業名で前後比較するこ
とで一貫性を検証したところ、共同出願や子会社変動に対して脆弱な部分が発見された。つまり、
国際特許保有の連結ベースかつ時系列での集計把握は当初予想より困難だとわかった。しかし、
国際的な出願戦略に関しては、複数年次で企業範囲の定義変更がないと解釈できる部分に絞れ
ば近似的に分析可能となった。このように、OECD COR&DIP データベースを利用することによっ
て、特許データを国際横断的かつ時系列に縦断した分析が行えるよう整備した。 
(2) 国際特許審査における拒絶理由差異 
同一発明に由来する各国への特許出願について、各特許庁の拒絶理由に違いがあること、また
審査対象の複雑性が高くなるときに相違が大きくなることを見出した。国際的な差異・同一性の
検出方法として、拒絶理由として用いられる特許の国際特許ファミリとしての同一性を基準と
する独自の手法を用いた。得られた結果について、論文が海外学術誌 Scientometrics に掲載さ
れた。 
（3）国際特許審査スピルオーバー 
 各国特許庁に同時出願された発明が異なるタイミングで審査された場合、審査経過間の影響
を検出する実証検討を行った。具体的には、EPO でサーチレポートが発行された場合には、それ
以降の USPTO 審査での拒絶理由に EPO で用いられた拒絶理由が用いられる確率が上がることが、
拒絶理由を構成する特許引用の国際ファミリにおける同一性検討によりわかった。これら結果
は、文献情報学の国際学会での報告（International Society for Informetrics and 
Scientometric：ISSI）や、欧州知財学会（European Policy for Intellectual Property: EPIP)
で報告を経て、海外学術誌 Scientometrics に掲載された。さらに、この欧米間の特許審査スピ
ルオーバーは、欧日間でも同様に検出され、別の Scientometrics 掲載論文となった。。 
（4）審査の質の逆選択 
 各国特許庁の審査の内容に差異があることは、審査の質にも差がありうることを示唆する。特
許審査の質が高い庁を選択する企業行動は容易に想像できるが、質が低いことを逆に選択する
可能性について実証検証した。特許協力条約（PCT）における先行技術調査を行う国際調査機関
（ISA）は、多くの国で選択可能であるところ、調査の質について評価が高い EPO が技術力の低
い出願人にむしろ選好されているという仮説の検討結果について、欧州知財学会で報告した。 
（5）審査官属性の分析 
米国では、特許審査の質をファースト・アクション特許査定率（FA 査定率）で代理させる手
法が先行研究に多く、FA 査定率と審査官の経験年数や審査負荷量との関係を示した論文がよく
知られている。日本については先行研究がなかったが、審査官個人 ID を識別するデータと氏名
データから日本でも経験年数や性別についても識別し、説明変数として用いることができるよ
うになった。これと国際審査スピルオーバーとも組み合わせた分析は、ISSI の報告を経て海外
学術誌 Scientometrics に掲載された。 
（6）医薬品企業の R&D 戦略と企業資本構造の関係の分析 
特許の価値分布が企業資本構造と関わっていること、その分布の特徴付けにおいて歪度や尖
度が重要であることを示した論文は、海外学術誌 Family Business Review に掲載された。この
ほか、ナイトの不確実性概念と、経営財務的な意味でのリスクの概念上を特許引用データから実
証上区別できるのではないかという仮説を立て、多国籍企業の国際特許ストックデータを用い
て初期的な実証成果を得た。これを含み、経営戦略全般に関わる日本語書籍を刊行した。 
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